
　　極と極線　

　

　　円に外部の点から本の接線をひき，接点を，とするとき，直線をに関する

　　極線といい，を極という。と円の交点を図のように，とし，との交点を

　　とする。円の半径を，とするとき，次式が成り立つ。

　　　　　   ，　　方べきの定理より

　　より
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　　　　　：：

　　　　よって　……①

　　より

　　　　　：：よって




　　また，




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　　　　　，

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　　　　　よって　：：

　　　　　，，，は調和点列をなすという

　　定理　から円に直線をひき，図のように円との交点を，，極線との交点を

　　　　とするとき　　：：　　が成り立つ。

　　　　，，，は調和点列をなす

　　証明　の中点をとすると　


　また　　……②

　　　　①，②より　　……③

　　　　より点，，，は同一円周上にあるから

　　　　　　　　……④

　　　　③，④より　　すなわち　

　　　　ここで

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　すなわち　　したがって　：：　　　　　　証明終
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　　定理　点から円に直線をひき，図のように交点を，および，とする。この

　　　　とき，との交点およびとの交点は極線上にある。

　　証明　と，の交点をそれぞれ，とし，との交点を，との

　　　　交点をとする。

　　　　前項の定理により
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　　　　　　　：：　より　
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　　　　　　　：：　より　
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　　　　辺々かけ合わせて
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　……⑤

　　　　と，について

　　　　メネラウスの定理を用いると
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　　　　⑤より　
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　　　　とは線分を等しい比に外分するから一致する。すなわち，との交点は

　　　　極線上にある。

　　　　　と，の交点をそれぞれ，とすると
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

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　……⑦，　
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　　　　これらからとは一致するから，との交点は極線上にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終

　　補足　⑥，⑦より　
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　　　　すなわち，，，，も調和点列をなす。
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